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業を開催しました。出前授

ノ

一意斎ワール

電電雪
Ｕ

Ｌ

し ノ

ノ

を開催しました。

r‐ r、

を開催しました。

『津山松平藩町奉行日記二十九奉 (文化八年)』

令和５年４月１日～５月７日まで、江戸一目図解風の実物を展示しました。

も、『魚貝譜』など鍬形薫斎の様々な作品を展示したことで、薫斎に興味を持

らっしやいました。

を刊行しました。
と

型

を展示しました。江戸一目図l弄風以外に

薫斎に興味を持ってくださる方が多くい

博物館で所蔵している津山藩の資料から、町を管轄していた町奉行の日記を活字化する作業を続けてい

ます。昨年度は文化８年（１８１１）の町奉行日記を活字化し、刊行しました。文化８年の５月５日と６月

25日には大雨のため、城下は洪水しました。また、城下で５人以上子どもがいる家庭を調査し、その家庭

の経済状況を上・中・下の三段階に分け、中以下と分類された47人に藩から金銭が支給されています。

当館で600円で販売しています。

ド２０２３－」一意斎ワール

「郷土の刀剣11」を開催

しました。
挫

令０５年２月２５日～３月２６日まで、「郷土の刀剣

Ⅱ」として、昨年に引き続き郷土津山にゆかりのあ

る刀工の作品を展示しました。江戸時代初期から現

代にいたる津山ゆかりの刀工が製作した優品に多く

のお客様が見入っていました。

Ｌ
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｢江戸一目図解風実物展示
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ド２０２３－」

展示のようす
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資
料
紹
介
（
図
３
１
１
）

本
筒
形
銅
器
は
、
岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
岡
に

所
在
す
る
、
岡
高
塚
古
墳
の
埋
葬
施
設
か
ら
出
土

し
た
。
同
古
墳
は
丘
陵
頂
部
に
立
地
す
る
全
長
弱

ｍ
の
前
方
後
方
墳
（
註
２
）
で
、
後
方
部
頂
に
盗

掘
穴
が
あ
り
、
筒
形
銅
器
（
図
３
１
１
）
は
こ
の

部
分
に
あ
る
竪
穴
式
石
榔
の
中
か
ら
の
出
土
で
あ

る
。
た
だ
し
経
緯
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が

（
註
３
）
、
出
土
場
所
な
ど
を
記
録
し
た
図
面
類
は
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３

は
じ
め
に

津
山
郷
士
博
物
館
古
墳
時
代
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
、
筒
形
銅
器
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
青
銅
製
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。
筒
形
銅
器
は
、
考

古
学
事
典
（
註
１
）
に
よ
る
と
槍
や
矛
の
柄
の
下

端
に
取
り
付
け
る
石
突
の
金
具
と
さ
れ
、
中
に
棒

状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
た
め
、
振
る
と
音
が
鳴
る

よ
う
で
あ
る
。

出
土
例
も
少
な
く
、
珍
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ

る
の
で
、
今
回
岡
山
県
内
の
類
例
を
含
め
紹
介
し

た
い
。
な
お
各
部
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
図
１
を

参
照
さ
れ
た
い
。

つ
つ
が
た
ど
う
き

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑦
ｌ
岡
高
塚
古
墳
出
土
の
筒
形
銅
器
Ｉ

そ
の
他
に
岩
本
崇
に
よ
る
目
釘
穴
と
透
か
し
の

位
置
に
よ
る
分
類
（
註
５
）
が
あ
り
、
こ
れ
で
は

目
釘
穴
の
延
長
線
上
に
透
か
し
が
あ
る
Ａ
群
と
、

目
釘
穴
が
透
か
し
の
中
間
に
位
置
す
る
Ｂ
群
、
透

か
し
は
あ
る
が
目
釘
穴
の
な
い
Ｃ
群
と
に
分
類
さ

れ
る
。
本
例
は
そ
の
内
の
透
か
し
が
目
釘
穴
の
延

長
線
上
に
あ
る
Ａ
群
に
分
類
さ
れ
る
。

郷

利

幸

小

写真１筒形銅器

な
い
。
本
墳
は
墳
形
や
埋
葬
施
設
な
ど
か
ら
前
期

後
半
頃
の
古
墳
で
あ
る
。

１
は
中
が
空
洞
の
筒
状
で
、
上
端
口
縁
部
か
ら

下
端
底
部
に
向
か
い
や
や
広
が
り
ぎ
み
と
な
り
平

ら
な
底
部
と
な
る
。
全
長
肥
・
５
叫
口
縁
部
径
２
．

５
ｍ
、
底
部
径
３
．
３
ｍ
を
測
る
。
口
縁
部
上
端

か
ら
５
ｍ
程
の
部
分
が
突
帯
状
と
な
り
、
そ
の
中

央
に
小
さ
な
穴
が
１
対
あ
い
て
い
る
。
棒
状
の
も

の
を
差
し
込
み
取
り
付
け
る
際
の
目
釘
穴
の
よ
う

で
あ
る
。
現
に
こ
の
部
分
の
内
面
に
は
木
質
が
付

着
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
下
の
筒
部
は
、
長
方

形
の
透
か
し
が
上
下
２
段
４
方
向
に
計
８
個
あ
け

ら
れ
て
い
る
。
透
か
し
は
目
釘
穴
の
延
長
上
に
あ

り
、
透
か
し
の
断
面
は
「
ハ
」
の
字
状
に
な
っ
て

い
る
。
透
か
し
部
分
の
内
面
に
は
、
長
さ
６
．
５
叫

径
６
ｍ
ほ
ど
の
細
長
い
青
銅
製
品
と
思
わ
れ
る
棒

状
の
も
の
が
内
面
に
付
着
す
る
。
舌
状
の
も
の
で
、

本
来
は
こ
の
部
分
で
動
い
て
音
が
鳴
っ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
筒
形
銅
器
の
研
究
で
は
、
形
態
の

特
徴
に
よ
り
五
形
式
と
二
亜
式
に
細
分
し
た
山
田

良
三
の
分
類
（
図
２
、
註
４
）
が
あ
る
。
こ
れ
は

主
に
突
帯
の
有
無
な
ど
か
ら
の
分
類
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
本
例
は
Ⅲ
類
で
、
口
縁
部
の
み
に

突
帯
が
あ
り
、
筒
部
、
底
部
に
は
無
い
も
の
に
分

類
さ
れ
る
。

筒
形
銅
器
の
類
例
に
つ
い
て
（
図
３
、
表
１
）

岡
山
県
内
の
類
例
は
、
５
例
あ
り
金
蔵
山
古
墳

（
岡
山
市
、
註
６
）
で
２
個
、
浅
川
３
号
墳
（
岡
山
市
、

註
７
）
、
四
つ
塚
１
号
墳
（
真
庭
市
、
註
８
）
郷
原

古
墳
（
真
庭
市
、
註
９
）
で
そ
れ
ぞ
れ
１
個
の
出

土
を
見
る
。

金
蔵
山
古
墳
（
図
３
１
２
．
３
）

金
蔵
山
古
墳
は
全
長
１
６
５
ｍ
の
前
方
後
円
墳

で
後
円
部
頂
に
竪
穴
式
石
榔
が
２
基
あ
り
、
そ
の

内
の
中
央
石
榔
（
図
３
１
３
）
と
そ
の
副
室
（
同
２
）

か
ら
筒
形
銅
器
が
２
点
出
土
し
た
。
こ
の
中
央
石

榔
は
盗
掘
を
う
け
て
い
た
が
鍬
形
石
と
鉄
製
武
器

が
出
土
し
、
さ
ら
に
副
室
は
盗
掘
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
中
に
は
婆
や
錐
な
ど
の
鉄
器
類
が
お
さ
め
ら

れ
た
土
製
の
容
器
が
４
個
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
１

つ
か
ら
鉄
斧
や
鋸
な
ど
の
工
具
類
な
ど
と
一
緒
に

納
め
ら
れ
て
い
た
。

南
石
榔
か
ら
は
、
変
形
三
神
四
獣
鏡
や
玉
類
、
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鉄
器
が
出
土
し
た
。

本
墳
は
墳
形
や
こ
れ
ら
副
葬
品
な
ど
か
ら
前
期

後
半
頃
の
古
墳
で
、
そ
の
当
時
は
吉
備
地
方
最
大

規
模
の
古
墳
で
あ
る
。

２
は
全
長
Ⅳ
叫
口
縁
部
径
２
．
３
ｍ
、
底
部

径
３
．
３
ｍ
を
測
る
。
口
縁
の
突
帯
は
中
央
あ
た

り
に
も
突
帯
が
あ
り
、
そ
の
上
に
目
釘
穴
が
一
対

あ
る
。
筒
部
中
央
の
節
帯
も
溝
で
二
分
さ
れ
、
底

部
に
も
突
帯
が
あ
り
上
下
二
段
４
方
向
に
透
か
し

が
あ
る
。
内
部
に
は
長
さ
６
叫
径
７
ｍ
の
青
銅

製
の
棒
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
舌
と
考
え

ら
れ
る
。

山
田
分
類
の
Ｉ
類
亜
式
で
口
縁
部
突
帯
に
突
帯

を
重
ね
、
中
間
節
帯
が
二
重
に
な
る
も
の
で
、
こ

の
型
式
は
２
の
み
で
あ
る
。

ま
た
岩
本
分
類
の
Ｂ
群
で
目
釘
穴
が
透
か
し
の

中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
は
全
長
ｎ
．
３
ｍ
、
口
縁
部
径
２
．
３
ｍ
を

測
り
底
部
は
尖
り
気
味
の
丸
み
を
も
つ
。
口
縁
の

突
帯
に
目
釘
穴
が
一
対
あ
り
、
中
央
に
も
節
帯
が

あ
り
上
下
二
段
４
方
向
に
透
か
し
が
あ
る
。
内
部

に
長
さ
２
．
５
叫
径
４
ｍ
の
青
銅
製
の
棒
が
付

着
す
る
。

山
田
分
類
の
Ⅱ
類
亜
式
で
、
中
間
有
帯
式
で
底

部
が
円
錐
状
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
岩
本
分
類
の
Ｂ
群
で
あ
る
。

浅
川
３
号
墳
（
同
１
４
）

浅
川
３
号
墳
は
、
墳
形
・
規
模
は
不
明
で
箱
式

石
棺
の
み
検
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
鏡
（
内
行
花
文
鏡
）

や
鉄
剣
と
と
も
に
出
土
し
た
。
本
墳
は
、
こ
れ
ら
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の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
縮
尺
が
不
明
の

た
め
大
き
さ
な
ど
は
明
瞭
で
な
い
。

山
田
分
類
の
Ⅲ
類
、
岩
本
分
類
の
Ｂ
群
で
あ
る
。

出
土
遺
物
か
ら
前
期
後
半
か
ら
中
期
前
半
頃
の
古

墳
で
あ
る
。

４
は
全
長
旧
・
３
ｍ
、
口
縁
部
径
２
．
３
ｍ
、

底
部
径
３
．
砧
皿
を
測
る
。
口
縁
部
中
央
に
は
目

釘
孔
が
一
対
あ
り
、
下
方
に
は
中
央
に
も
節
帯
が

あ
り
、
上
下
２
段
に
長
方
形
の
透
か
し
が
４
方
向

に
あ
る
。
透
か
し
は
目
釘
穴
の
延
長
線
上
に
は
無

い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
内
部
に
は
長
さ
６
．
１
ｍ
、

最
大
幅
０
．
９
ｍ
の
鉄
製
の
小
棒
が
１
本
入
っ
て

い
た
。
舌
状
の
も
の
で
あ
る
。

山
田
分
類
の
Ⅱ
類
で
中
間
有
帯
式
で
あ
る
。
ま

た
、
岩
本
分
類
の
Ｂ
群
で
あ
る
。

四
つ
塚
１
号
墳
（
同
１
５
）

四
つ
塚
１
号
墳
は
、
直
径
刀
ｍ
の
円
墳
で
、
横

穴
式
石
室
内
か
ら
、
筒
形
銅
器
は
須
恵
器
や
馬
具

な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
乱
掘
の
た
め
出
土
場

所
は
不
明
で
あ
る
。
出
土
遺
物
の
多
く
は
東
京
国

立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
墳
は
埋
葬
施

設
や
出
土
遺
物
か
ら
、
後
期
後
半
の
古
墳
で
あ
る
。

５
は
下
半
の
底
部
を
欠
損
し
、
現
在
長
９
．
４
叫

口
縁
部
径
２
．
恥
叩
、
厚
さ
１
～
１
．
５
ｍ
を
測
る
。

口
縁
部
に
目
釘
穴
が
１
対
あ
り
、
下
方
に
は
中
央

に
節
帯
が
あ
り
、
上
部
に
長
方
形
の
透
か
し
が
４

方
向
に
あ
る
。
透
か
し
は
目
釘
穴
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
表
面
に
は
布
の
付
着
が
部
分
的
に
見
ら
れ

る
。

山
田
分
類
の
Ⅱ
類
、
岩
本
分
類
の
Ａ
群
で
あ
る
。

郷
原
古
墳
（
同
１
６
）

郷
原
古
墳
は
、
古
墳
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
筒

形
銅
器
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
蔵
と
さ
れ
、
図
面

お
わ
り
に

本
例
を
含
め
県
内
の
６
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

用
途
は
槍
な
ど
の
柄
の
金
具
と
考
え
ら
れ
、
古
墳

の
埋
葬
施
設
に
他
の
副
葬
品
と
共
に
副
葬
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
例
や
金
蔵
山
古
墳
の
よ
う
に
前
方
後

円
（
方
）
墳
も
あ
れ
ば
、
浅
川
３
号
墳
の
よ
う
に

小
規
模
な
古
墳
に
副
葬
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た

だ
し
浅
川
３
号
墳
は
副
葬
品
に
鏡
や
剣
を
伴
う
。

さ
ら
に
、
６
例
の
う
ち
山
田
分
類
で
は
、
Ｉ
類
亜

式
、
Ⅱ
類
亜
式
各
１
例
、
Ⅱ
類
、
Ⅲ
類
各
２
例
と
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
岩
本
分
類
で
は
、
Ａ
群
２
例
、
Ｂ
群

４
例
と
な
る
。
ち
な
み
に
岩
本
分
類
で
は
、
概
ね

Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
群
と
変
遷
す
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
前
期
か
ら
中

期
の
初
め
頃
で
あ
る
が
、
四
つ
塚
１
号
墳
の
み
横

穴
式
石
室
で
あ
る
か
ら
、
後
期
後
半
頃
の
時
期
で

あ
り
、
さ
ら
に
岩
本
分
類
で
は
Ａ
群
で
、
古
い
タ

イ
プ
で
も
あ
り
、
時
期
差
が
か
な
り
あ
る
よ
う
で

伝
世
品
の
可
能
性
も
あ
る
。

全
国
的
に
見
て
、
、
例
（
註
皿
）
ほ
ど
が
知
ら

れ
て
お
り
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
産
物
の

よ
う
で
あ
る
た
め
、
四
つ
塚
１
号
墳
の
例
は
時
期

が
か
な
り
異
な
り
、
特
殊
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

さ
ら
に
類
例
を
整
理
し
て
も
、
出
土
す
る
古
墳
の

規
模
や
埋
葬
施
設
な
ど
に
、
あ
き
ら
か
な
企
画
性

な
ど
は
読
み
取
れ
な
い
。

５



ま
た
、
そ
の
分
布
状
況
か
ら
、
畿
内
が
製
作
地

と
す
る
意
見
も
あ
る
（
註
ｕ
）
。
さ
ら
に
朝
鮮
半
島

南
部
に
も
類
例
が
見
ら
れ
、
同
地
域
で
製
作
さ
れ

た
か
、
同
地
域
を
経
由
し
て
日
本
列
島
に
も
た
ら

さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
ｕ
）
。
さ

ら
に
目
釘
穴
と
透
か
し
の
位
置
か
ら
分
類
し
製
作

技
術
か
ら
検
討
し
た
岩
本
は
、
古
墳
時
代
前
期
か

ら
中
期
に
か
け
て
、
王
権
に
よ
る
配
布
と
い
う
形

態
の
流
通
で
は
な
く
、
列
島
内
各
地
の
首
長
の
自

立
性
が
増
大
す
る
過
程
で
発
達
し
た
交
流
や
流
通

が
、
筒
形
銅
器
副
葬
の
背
景
の
ひ
と
つ
で
、
当
該

時
期
の
社
会
構
造
を
考
え
る
う
え
で
看
過
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
評
価
す
る
（
註
旧
）
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
例
な
ど
県
内
の
類
例
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
前
期

か
ら
中
期
初
め
と
あ
る
程
度
時
期
が
限
ら
れ
、
出

土
す
る
古
墳
の
規
模
も
地
域
も
異
な
る
。
特
に
本

例
は
、
前
方
後
方
墳
か
ら
の
出
土
で
、
美
作
地
域

で
も
前
方
後
方
墳
が
集
中
す
る
希
有
な
地
域
か
ら

の
出
土
で
あ
り
と
て
も
興
味
深
い
。

こ
の
た
め
筒
形
銅
器
は
当
時
の
社
会
情
勢
や
社

会
構
造
な
ど
を
再
考
す
る
良
好
な
資
料
の
一
つ
と

も
い
え
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

資料紹介津博2023.5No.１１６

註（
１
）
田
中
琢
・
佐
原
真
編
２
０
０
２
『
日
本
考
古
学

事
典
」
株
式
会
社
三
省
堂

（
２
）
倉
林
貢
砂
斗
・
津
田
秀
美
編
２
０
０
０
『
美
作

の
首
長
墳
墳
丘
測
量
調
査
報
告
』
吉
備
人
出
版

（
３
）
竪
穴
式
石
榔
の
清
掃
実
測
を
お
こ
な
っ
た
際
に

表１岡山県内筒形銅器出土古墳一覧

今
井
尭
、
木
村
増
夫
両
氏
が
石
榔
内
の
棺
外
か
ら
鉄

剣
と
と
も
に
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
今
井
氏
よ
り
本

市
教
育
委
員
会
に
寄
託
さ
れ
、
現
在
は
当
館
の
収
蔵

資
料
と
な
る
。

今
井
尭
１
９
８
７
「
美
作
の
前
方
後
方
墳
四
題
」
『
古

代
吉
備
第
９
集
』
古
代
吉
備
研
究
会

（
４
）
山
田
良
三
１
９
６
９
「
筒
形
銅
器
考
」
『
古
代

学
研
究
記
号
』
古
代
学
研
究
会

山
田
良
三
２
０
０
０
「
筒
形
銅
器
の
再
考
察
１
９
９

９
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
考
古
学
論
孜
第
羽
冊
』

（
５
）
岩
本
崇
２
０
０
６
「
筒
形
銅
器
の
生
産
と
流
通
」

『
日
本
考
古
学
第
羽
号
』
日
本
考
古
学
会

（
６
）
西
谷
員
治
・
鎌
木
義
昌
１
９
５
９
「
金
蔵
山
古
墳
」

『
倉
敷
考
古
館
研
究
報
告
第
１
冊
』
（
１
９
８
９
年
復

刻
）（

７
）
建
設
省
岡
山
国
道
工
事
事
務
所
・
岡
山
県
教
育

委
員
会
１
９
９
８
「
浅
川
古
墳
群
ほ
か
」
『
岡
山
県
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
２
３
』

（
８
）
近
藤
義
郎
１
９
９
２
『
蒜
山
原
四
つ
塚
古
墳
群

（
改
訂
版
）
』

（
９
）
森
本
六
爾
１
９
２
９
「
筒
形
銅
器
概
観
と
本
古

墳
発
見
品
」
『
川
柳
村
将
軍
塚
古
墳
の
研
究
』
岡
書
院

（
同
１
９
４
３
「
筒
形
銅
器
に
つ
い
て
」
「
日
本
考
古

筆
研
究
」
桑
名
文
星
堂
再
録
）

（
、
）
註
５

（
ｕ
）
東
潮
１
９
９
２
「
朝
鮮
渡
来
の
文
物
」
『
吉
備

の
考
古
学
的
研
究
（
下
）
』
山
陽
新
聞
社

（
⑫
）
田
中
晋
作
１
９
９
８
「
筒
形
銅
器
に
つ
い
て
冨
網

干
善
教
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
（
上
喜

（
画
）
註
５

６

ＮＣ

１

２

３

４

５

古墳名

岡高塚古墳（勝央町）

金蔵山古墳（岡山市）

浅川３号墳（岡山市）

四つ塚ｌ号墳（真庭市）

郷原古墳（真庭市）

墳形（規模:、）

前方後方墳（56）

前方後円墳（165）

不明

円墳（27）

不明

時期

前期

前期

前期～中期

後期

不明

出土場所

竪穴式石榔

竪穴式石榔

(中央）

竪穴式石榔

(中央）副室

箱式石棺

横穴式石室

不明

図３

１

２

３

４

５

６

山田
分類

Ⅲ

I亜

Ⅱ亜

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

本
類

岩
分

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

註

２．３

６

７

８

９
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お知らせ 津博2023.5Ｎｏ．１１６

入館のご案内

[開館時間］午前9:ＯＯ～午後5:ＯＯ
[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他
[入館料］一般…３００円

（30人以上の団体の場合240円）
高校･大学生…２００円
（30人以上の団体の場合１６０円）
６５歳以上…２００円
（３０人以上の団体の場合１６０円）

Ｐ

、〆~－－

③

※新型コロナウィルスの影響で変更する可能性がありますｂ

詳細は決定次第ホームページなどに掲載いたします６

●特別展・企画展など

・企画展示「江戸一目図解風実物展示一意斎ワールド２０２３－」

会期：４月１日（土）～５月７日（日）

・ミニ企画展「彫無季展（仮）」

会期：８月５日（土）～９月１８日（月）

・ミニ企画展「歴史研究者山本博文先生の仕事（仮）」

会期：９月２３日（土）～１０月２２日（日）

・特別展「写真で見る美作津山の歴史（仮）」

会期：１０月２８日（土）～１２月１０日（日）

この他にもさまざまな企画展を開催する予定です。

◆出版

・特別展図録「写真で見る美作津山の歴史（仮）」の刊行

・津山松平藩町奉行日記３０の刊行

・令和４年度年報の刊行

◆広報活動

博物館だより「津博」

No.１１６：５月No.１１７：８月No.１１８：１１月No.１１９

◆教育普及活動

・古文書講座全９回

・歴史講座全９回

・夏休み子供歴史講座

・文化財めぐり（友の会）５月１３日、１１月、３月

２膳

」し

博物館だより｢つはく」

No.１１６令和５年５月３１日

[編集･発行］津山郷土博物館

、Ｐ

麹は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますも

Ｌ ノ

鰯:慎能

’

〒７０８－００２２岡山県津山市山下９２

Tel(0868)22-4567

Fax(0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt・nejp

中学生以下｡障害者手帳を提示された方は入館料が無料です[印刷］二葉

ノ Ｌ



４ 、

〔表紙・裏表紙の写真資料紹介〕

(魚貝譜）鍬形意斎（－部加工）

享和２年（１８０２）刊

須原屋市兵衛板

見開きページにさまざまな魚介類を

写生的に描いている。図は鯨に始ま

り、鯛、蝶、海老、たこなど。

実物をよく見ると、キラキラ光る部

分がある。

可 炎

〆


